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さらなるパートナーシップの深化に向けて
：日ASEAN友好協力50周年

東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA）事務総長

渡辺哲也

2023 年 7 月 1 日に，東アジア・アセアン経

済研究センター（ERIA）の事務総長を拝命し

ました。日 ASEAN 友好協力 50 周年の記念す

べき年に大任を拝命し大変身の引き締まる思い

です。

日本と ASEAN の関係は，1973 年の合成ゴ

ムに関するフォーラム設立に始まり，1980 年

代後半，日本は円高を背景に ASEAN 諸国へ

の直接投資を大幅に増やし，協力関係の新時代

を迎えました。その後も日本企業の進出は急速

に進み，ASEAN は世界への輸出拠点へと進

化，産業は高度化し，著しい経済成長を遂げま

した。

現在 ASEAN の GDP は約 3.6 兆ドルに達

し，生産拠点から巨大な消費拠点へと変貌を遂

げ，イノベーション拠点へと移行しつつありま

す。パンデミックは人，モノ，資源の移動が制

限された一方で，電子商取引やキャッシュレス

取引に代表されるデジタルサービスの創造と拡

大を促進しました。

このように ASEAN は驚異的な経済成長を

遂げました。同時に，多面的な課題にも直面し

ています。昨年 ERIA は，地域の経済成長と

社会課題解決のための包括的な戦略「アジア総

合開発計画（CADP）3.0」を発表しました。

その基本理念は，統合，革新，包摂，持続可能

性であり，その基盤としてのデジタル化に重点

をおいています。

ロボティクス，人工知能，ブロックチェーン

などの新しいデジタル技術は，既存のビジネス

や社会のパラダイムを革新させる可能性を秘め

ています。これらの技術をいかに迅速かつ効果

的に導入・適応するかが，この地域のさらなる

成長の実現の鍵です。

デジタル技術の活用に人材育成は必須です。

ERIA の調査では，多くの企業がデジタルトラ

ンスフォーメーション（DX）に必要なスキル

を持つ労働者確保に課題を抱えています。デジ

タル能力ギャップは，継続的成長の障害とな

り，デジタル格差の拡大は所得格差の悪化に繋

がり得ます。包摂的成長のために，誰もデジタ

ル化から取り残されるべきではありません。

若者の革新的な力の活用も重要な課題です。

実際，ASEANにおけるデジタルを活用したイ

ノベーションは，目覚ましいものがあります。

2021 年時点で ASEAN のユニコーンはすでに

30 社以上あり，さらに増加し続けています。

デジタル世代の潜在能力活用は，デジタル経済

の継続的成長に極めて重要です。

ERIA は日本政府の支援を受け，CADP3.0

のビジョンを実現するデジタル・イノベーショ

ン・サステナブルエコノミーセンターを本年立

ち上げます。同センターは ASEAN の DX に

関する課題に取り組み，活力あるデジタル経済

の実現に向け ASEAN の総力を結集するもの

です。このセンターは，ASEANと日本経済の

共創に向けた最初の具体的な一歩を踏み出すも

のです。

日 ASEAN 友好協力 50 周年と，その先を見

据えた日本と ASEAN との更なる経済，そし

て社会，文化における多面的な協力，発展の深

化に向けて，ERIA 事務総長といたしまして全

身全霊で取り組んで参る所存です。

（わたなべ てつや）




